
  

 
 
 
 

2021 年 
強的秩序とその操作に関する第12回 講演会  

 

 

日時： 2021 年 1 月 4 日 （月） 

場所： ONLINE (zoom) 

事前登録： 要, 参加費：無料 

 

主催：公益社団法人応用物理学会 強的秩序とその操作に関わる研究会 

共催：公益社団法人応用物理学会東北支部 

：東京大学スピントロニクス学術連携研究教育センター（CSRN-Tokyo） 

：スピントロニクス学術研究基盤と連携ネットワーク（Spin-RNJ） 

後援：公益社団法人応用物理学会スピントロニクス研究会 

：日本誘電体学会 



薄膜作製用 単結晶基板 

～ High Quality Single Crystal Substrates ～ 

 

 
                                                                                                                                         

有限会社ケイ・アンド・アール クリエーション 

K&R Creation Co., Ltd. 

お問い合わせは、E-mail: info@k-and-r.co.jpまたは TEL: 072-752-7975 

商品詳細は、URL: http://www.k-and-r.co.jp  からどうぞ。 





http://pro.tanaka.co.jp 貴金属8元素の特性や役割を分かりやすく解説！
ここをクリックしてね！

環境エネルギー、エレクトロニクス、モビリティ、通信、医療・・・

貴金属の可能性は無限大です。 

新しい技術が生まれるとき、貴金属は高いパフォーマンスを発揮してくれます。 

私たちはその可能性をみつけだし、大きく育てていく使命があります。 

ゆとりある豊かな社会の実現と美しい地球の未来のために

TANAKAは貴金属のプロフェッショナルであり続けます。
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光への想いを形にする
レーザとレーザ応用システムの総合メーカー ホームページ︓ http://www.neoark.co.jp/

Eメール︓ info@neoark.co.jp
お問い合せ︓ 営業部 03-6379-5539

圧電素子などの
振動速度・変位

※本技術は
秋田大学大学院
理⼯学研究科
附属理⼯学研究センター
吉村哲准教授との
共同開発技術です。

上部透明電極ドットと
下部電極薄膜間への電場印加

強磁性強誘電薄膜の
局所磁気特性変化の検出

Kerr効果－電場 ヒステリシス 測定
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レーザドップラ振動計や
レーザ干渉計システムによる
非接触 速度・変位計測

偏光像
磁区構造

(単位μm)

上︓東北大学 多元物質科学研究所 北上研究室ご提供 PtCoドットサンプル

磁区観察顕微鏡での パターンサンプル 磁区構造観察画像

レーザや⽩⾊光を用いた直接露光

上記内容や、上記以外の光・レーザに関するご相談、承ります。

強誘電体特性評価装置は
株式会社東陽テクニカ製造製品です。



株式
会社 富士交易

高速アルゴリズム搭載

反応スパッタ用ガスコントローラ
プラズマエミッションモニタ

反応性スパッタでの成膜速度高速化
成膜再現性の向上
成膜プロセス状態のリアルタイム監視
製品ばらつきの改善

スピードフロ•ミニ

スピードフロ•スタンダード

プラズマモニタによるリアルタイム
プロセス監視
プロセスフィードバック信号と
アルゴリズムによる高速ガス制御

株式会社 富士交易 エレクトロニクス営業部
東京都中央区日本橋3-13-5 KDX日本橋３13ビル 03(3274)2310
http://www.fuji-koeki.co.jp/





アルバックテクノ株式会社
お問い合わせは  
http://www.ulvac-techno.co.jp  検索アルバックテクノまたは、 で、どうぞ。

ULVAC TECHNO, Ltd.ULVAC TECHNO, Ltd.

ULVAC TECHNO, Ltd.
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 中古機器・装置売買
 表面処理
 真空部品・真空材料
 標準機器のユーザビリティ向上
 装置の改善改良のご提案
 再生・精密洗浄
 ファクトリーアウトソーシング

  （FOS）
 保守契約・保全相談
 緊急対応システム

  北海道・東北地区
岩手CSセンター
千歳分室
宮城CSセンター
山形CSセンター

  北関東地区
群馬CSセンター
茨城CSセンター
筑波CSセンター
埼玉CSセンター

  首都圏地区
川崎CSセンター
茂原CSセンター
茅ヶ崎CSセンター

  北陸甲信越地区
長野CSセンター
山梨営業所
石川CSセンター
新潟CSセンター

  東海地区
愛知CSセンター
静岡分室
三重CSセンター
四日市CSセンター

  近畿地区
大阪CSセンター１課・２課
大阪CSセンター３課（堺）
滋賀CSセンター

  中国・四国地区
姫路CSセンター
鳥取分室
徳島分室
広島CSセンター
米子分室
愛媛分室

  九州地区
福岡CSセンター
北九州営業所
大分CSセンター
熊本CSセンター
宮崎CSセンター
鹿児島CSセンター

Excellent
   Solution
Items



プログラム 
 

08:30 –  zoom オープン 

08:50 – 09:00 開会の辞  

 

  【オーラルセッション AM-1】座長：野崎 友大（AIST） 

09:00 – 09:45 INV-1：磁気キャパシタンス効果の基礎と最近の新展開 

○海住 英生 1,2 (1 慶大理工、2 慶大スピンセンター) 

09:45 – 10:00 Cont-1：Study on the Gilbert damping constant in perpendicular magnetized Pt/Co/Cr2O3/Pt 

stacks 

○T. V. A. Nguyen1,2,3, Y. Shiratsuchi6, H. Sato1,2,3, S. Ikeda1,2,3, T. Endoh1,2,3,4,5, Y. Endo1,2,4 (1 

CSIS, Tohoku Univ., 2 CSRN, Tohoku Univ., 3 CIES, Tohoku Univ., 4 Grad. Sch. Eng, Tohoku 

Univ., 5 RIEC, Tohoku Univ., 6 Grad. Sch. Eng, Osaka Univ.) 

10:00 – 10:15 Cont-2：Room temperature ferromagnetic behaviors in Fe2-xTi1+xO5 solid solution thin films 

fabricated by pulsed laser deposition  

○Haining Li, Hiroyasu Yamahara, Munetoshi Seki, and Hitoshi Tabata (Univ. of Tokyo) 

10:15 – 10:30 Cont-3：Microstructural characterization for Fe-based nanocrystalline soft-magnetic alloy, 

studied by aberration corrected STEM and XAFS 

  〇西嶋 雅 1、竹中 佳 1、牧野 彰 1（1 東北大） 

 

10:30 – 10:45 休憩 (15 分) 

 

  【オーラルセッション AM-2】座長：佐藤 幸夫（九州大） 

10:45 – 11:30 INV-2：機械学習援用 MBE による磁性酸化物のワイル粒子の物性開拓 

○若林 勇希 1, Yoshiharu Krockenberger1, 大塚 琢馬 2, 澤田 宏 2, 谷保 芳孝 1, 山本 秀

樹 1(1 NTT 物性研, 2 NTT CS 研) 

11:30 – 11:45 Cont-4：(Bi0.5A0.5)(Fe1-XCoX)O3 (A : ランタノイド，X : 0 - 0.3) 薄膜の磁気 Kerr 効果 

  ○吉村 哲、山本 大地、武田 航太朗、尾関 拓海、江川 元太（秋田大理工） 

11:45 – 12:00 Cont-5：反位相境界における構造相転移 

○横田 紘子1,2, 長谷川 望夢1, Zheyi An3, Nan Zhang3, Marek Paściak4, Guanjie Zhang3, A. 

M. Glazer5,6 (1 千葉大理, 2 JSTさきがけ, 3 西安交通大学, 4 Institute of Physics of the Czech 

Academy of Sciences, 5 Oxford大, 6 Warwick大) 

12:00 – 12:15 Cont-6：(1-x)BiFeO3-xBaTiO3(x = 0.2, 0.3, 0.4)における Bi イオン変位とナノ構造の関係 

○宮内 隆輝 1、佐藤 幸生 1、寺西 亮 1、金子 賢治 1、キム サンウック 2、藤井 一郎 3、

上野 慎太郎 3、中平 夕貴 2、森吉 千佳子 2、黒岩 芳弘 2、和田 智志 3 (1 九大工、2 広

大先進理工、3 山梨大総合研) 

 



12:15 – 13:15 昼休憩 (60 分) 

 

13:15 – 14:15 【ポスターセッション】zoom ブレークアウトルーム 

  P-1：六方晶 HoFeO3薄膜の誘電・磁性評価 

  ○小堀 優 1、濵嵜 容丞 2、横田 紘子 1 (1 千葉大理、2 防衛大工)  

  P-2：非線形応答と強相関効果のつながり～ワイル近藤半金属に注目して～  

○児藤 鑑、道下 佳寛、Robert Peters (京都大理) 

  P-3：高圧相α-PbO2型 TiO2エピタキシャル薄膜の高圧合成 

○笹原 悠輝 1、金谷 航葵 1、遊馬 博明 1、西尾 和記 1、清水 亮太 1,2、西山 宣正 3,4、

一杉 太郎 1 (1 東工大物質理工、2JST さきがけ、3 東工大フロンティア研、4 住友電工

アドバンス) 

  P-4：ラシュバ型 SOC が誘起する非相反応答の増大 

  ○品田 晃希、道下 佳寛、Robert Peters (京大理) 

  P-5：Magnetic structure of [Fe3Si/FeSi2]20 superlattice 

○T. Hanashima1, J. Suzuki1, K. Kakurai1, N. Miyata1, K. Sakai2, H. Deguchi3, Y. Hara4, S. 

Takeichi5, and T. Yoshitake5 (1CROSS, 2KOSEN, Kurume College, 3Kyushu Institute of 

Technology, 4KOSEN, Ibaraki College, 5Kyushu University) 

P-6：Co2FeSi/Pb(Mg1/3Nb2/3)O3-PbTiO3界面マルチフェロイク構造における磁気特性の電

界変調 

 ○宇佐 見喬政 1、藤井 竣平 2、 山田 晋也 1,2、 白土 優 3,1、 中谷  亮一 3,1、 浜屋宏

平 1,2（1 阪大基礎工 CSRN、2 阪大基礎工、3 阪大工） 

P-7：KKR グリーン関数法による Co2MnSi の有限温度における電子状態と伝導特性の

計算 

○新屋 ひかり 1、高成柱 2、福島 鉄也 3、真砂啓 4、佐藤和則 5、吉田博 6、赤井久純 3 

(1 東北大通研、2 東工大物質理工、3 東大物性研、4 阪大 CSRN、5 阪大工、6 東大 CSRN) 

P-8：Co2FeSi/BaTiO3 界面マルチフェロイク構造における電界誘起ドメイン配向スイッ

チングを介した磁性の電界変調 

○山田晋也 1,2, 寺本侑樹 2,工藤康平 2, 谷山智康 3, 浜屋宏平 1,2 (1 阪大基礎工 CSRN, 2

阪大基礎工, 3 名大理) 

  P-9：強誘電体 Ba1-xTiO3の p 型半導体物性と BaTiO3薄膜の遮蔽長と反電場 

 ○狩野 旬 1、押目 典宏 2 (1.岡大工、2.QST) 

  P-10：第一原理電子状態による Graphene/FePd(001)表面上の構造予測について 

◯植本 光治 1、安達 隼人 1、永沼 博 2、小野 倫也 1(1.神戸大工、2.東北大学 CIES,

工,CSRN,CSIS) 

  P-11：波長可変レーザーを用いた光第 2 高調波顕微鏡システムの開発 

  ◯今枝 泰隆 1、横田 紘子 1, 2 ( 1 千葉大院、2 JST さきがけ)  

P-12：フラック法を用いた Bi 置換 LaSrMnO3 エピタキシャル膜の構造と磁性 

水船 皓司 1, ○永沼 博 1,2，丸山 伸伍 1，松本 祐司 1 (1 東北大院工、2CIES, CSIS, CNRS) 



P-13：マグネタイト強磁性トンネル接合の TMR 効果の温度依存性 

安井 彰馬 1, 柳瀬 隆 2, 島田 敏宏 2, ◯長浜 太郎 2 (1 北大総化、2 北大工) 

P-14：LaAlO3/SrTiO3 界面におけるスピン流電流変換に対する dxy 量子化サブバンドの影

響 

○荒井勝真 1、金田真悟 1、Le Duc Anh1、田中雅明 1,2、大矢忍 1,2 (1 東大院工, 2 東大院

工 CSRN) 

P-15：結晶合成のいろは(酸化物とハロゲン化物を中心に) 

○黒澤 俊介 1 (1 東北大) 

 

  【オーラルセッション PM-1】座長：神永 健一（東北大） 

14:15 – 15:00 INV-3：年始めに、科学の未来を考えよう: AI やロボットはマテリアル研究をどう変え

るのか? 

  ○一杉 太郎 (東京工業大学) 

15:00 – 15:15 Cont-7：FeOy/SrTiO3 界面における 2 次元キャリアガスを用いた電界効果トランジスタ 

○Le Duc Anh1,2, Theodorus J. Wijaya1, Shingo Kaneta-Takada1, Masaaki Tanaka1,3, Shinobu 

Ohya1,2,3 (1 Dept of EEIS, The Univ. Tokyo, 2 IEI, The Univ. Tokyo,3 CSRN, The Univ. Tokyo) 

15:15 – 15:30 Cont-8：Electrical control of two-dimensional carrier gas at the FeOy/SrTiO3 interface 

○Theodorus Jonathan Wijaya1, Le Duc Anh1,2, Shingo Kaneta-Takada1, Masaaki Tanaka1,3,  

Shinobu Ohya1,2,3 (1 EEIS, The Univ. Tokyo, 2 IEI, The Univ. Tokyo, 3 CSRN, The Univ. Tokyo) 

 

15:30 – 15:45 休憩 (15 分) 

 

【オーラルセッション PM-2】座長：安井 伸太郎（東工大） 

15:45 – 16:30 INV-4：垂直磁気異方性を有するハーフメタル NiCo2O4 

  ○菅 大介（京都大学化学研究所） 

16:30 – 16:45 Cont-9：ペロブスカイト型マンガン酸化物における温度変化に伴うリバーシブルな自発

磁化反転 

○山本孟 1, 関川曉 1, 谷口晴香 2, 松川倫明 2, 重松圭 3, 本田孝志 4, 山内邦彦 5, 池田一

貴 4, 大友季哉 4, 坂倉輝俊 1, 東正樹 3, 二森茂樹 6, 野田幸男 1, 木村宏之 1 (1 東北大学

多元研, 2 岩手大学理工, 3 東京工業大学 MSL, 4KEK, 5 大阪大産研, 6NIMS) 

16:45 – 17:00 Cont-10：Sr3Al2O6 を用いたペロブスカイト酸化物薄膜の異種基板上への転写プロセス

の検討 

  ○橋本歩、玉村達哉、川江健（金沢大学） 

17:00 – 17:15 Cont-11：Selective growth and micropatterning technique for oxide thin films by sacrificial a-

CaO layer 

  Iwan Dwi Antoro, Takeshi Kawae (College of Sci. & Tech. Kanazawa Univ.)  

 

 



17:15 – 17:30 ポスター賞表彰 

17:30 – 17:35 閉会の辞 



  

  
 
－協賛企業（五十音順）－ 
 
アルバックテクノ株式会社 

K & R creation Co., Ltd. 

田中貴金属工業株式会社 

株式会社高純度化学研究所 

株式会社豊島製作所 

株式会社富士交易 

日本マーテック株式会社 

ネオアーク株式会社 

 
 
本研究グループに協賛して頂きまして有り難うございます。 
 
 

本事業の一部は、 

公益社団法人応用物理学会東北支部 

東京大学スピントロニクス学術連携研究教育センター 

スピントロニクス学術研究基盤と連携ネットワーク 

の支援により行われました。 

 
 
 

強的秩序とその操作に関わる研究グループ 
 

委員長  永沼 博 東北大学  
副委員長兼委員長代理  安井 伸太郎 東京工業大学 
庶務幹事  成田 克 山形大学 
会計幹事  島 宏美  防衛大学校 
会計幹事  濵嵜 容丞 防衛大学校 
企画幹事  大矢 忍  東京大学 
企画幹事  北條 元   九州大学 
企画幹事  佐藤  幸生 九州大学 
企画幹事  長浜 太郎 北海道大学 
企画幹事  野崎 友大  産総研 
会員サービス兼企画幹事  丸山 伸伍  東北大学 
広報幹事ホームページ、

twitter、兼企画幹事 

神永 健一 東北大学 

オブザーバー  Albert Fert Thales 
オブザーバー（国際化）  Manuel Bibes CNRS/Thales 

                  

 



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２０２１年 強的秩序とその操作に関する第１２回研究会 予稿集 

 
 

２０２１年１月４日発行 

主査 東北大学 永沼 博 

副主査 東京工業大学 安井 伸太郎 

発行所 仙台市青葉区荒巻字青葉６－６－０５ 

           東北大学大学院工学研究科 

 

 


	0 表紙
	0 裏表紙
	1 プログラム
	2 広告
	3 概要
	C1_Nguyen（東北大）
	C2_Li（東大）
	C3_西嶋（東北大）
	C4_吉村（秋田大）
	C5_横田（千葉大）
	C6_宮内（九大）
	C7_Anh（東大）
	C8_Theo（東大）
	C9_山本（東北大）
	C10_橋本（金沢大）
	C11_Antoro（CollegeSci）
	I1_海住_招待（慶応大）
	I2_若林_招待（NTT）
	I3_一杉_招待（東工大）
	I4_菅_招待（京大）
	P1_小堀（千葉大）
	P2_児藤（京大）
	P3_笹原（東工大）
	P4_品田（京大）
	P5_花島（CROSS）
	P6_宇佐美（阪大）
	P7_新屋（東北大）
	P8_山田（阪大）
	P9_狩野（岡山大）
	P10_植本（東北大）
	P11_今枝（千葉大）
	P12_永沼（東北大）
	P13_長浜（北大）
	P14_荒井（東大）
	セッション分割

	4 最終ページ



